
■活用状況（全体像）

■令和7年度の具体的な活用状況

■今後の実施計画

林道の維持補修の実施

地域林政アドバイザー（２名）の雇用

森林経営管理権を設定した私有林の森林整備を実施

・若柳地区（保育間伐）　：  40.1  ヘクタール

森林経営管理法に基づく森林所有者への意向調査等

・栗駒地区（三迫川流域）：604.27ヘクタール

事業内容

宮 城 県 栗 原 市 に お け る 森 林 環 境 譲 与 税 の 活 用 に つ い て

合　計

基金積立

林道・林業専用道の

整備・維持修繕

専門員の雇用

私有林整備

意向調査、集積計画等

作成

事業区分

未執行額の活用方針

次年度以降の森林整備、森林経営管理制度の推進

等に活用

25,775,81226,733,812

88,961,000

森林管理基金への積立

88,003,000

9,517,456 9,517,456

28,857,732 28,857,732

6,490,0006,490,000

うち森林環境譲与税

17,362,000 17,362,000

324,508,000

91,088,077

森林整備

推進体制の構築

森林整備

森林整備

　令和６年度

令和元年度～

区分
事業費（円）

37%

時点の活用率

令和７年度末

88,003,000

62,227,188

令和７年度 計

153,315,265

412,511,000

区分

譲与額（円）

活用額（円）

森林整備を実施した私有林

令和  8年度：保育間伐等160ヘクタール

令和  9年度：保育間伐等150ヘクタール

令和10年度：保育間伐等120ヘクタール

令和11年度：保育間伐等130ヘクタール

令和12年度：保育間伐等120ヘクタール

　※事業面積は見込みであり正確な発注数量を示すものではありません。

森林経営管理制度に基づく森林整備を引き続き実施するとともに、森林の適正な

整備・管理の推進に活用していく。


